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特定非営利活動法人「国境なき子どもたち」（KnK）は、特定非営利活動法人「国境なき医師

団日本」（MSF 日本）の青少年向け教育プロジェクトを担う団体として 1997 年に設立されま

した。 
2000 年 10 月には NPO 法人格を取得し、世界の子どもたちの相互理解の促進、および開発途

上にある国々の恵まれない状況下に置かれた子どもたちの教育・生活環境の向上を主な目的と

した活動を展開しています。 
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I. はじめに 
 
 

国境なき子どもたち（KnK）の年次活動報告もおかげさまで今回で８回目となりました。これまで私たち

の活動にご支援くださった方々に心より感謝いたします。 
  

10 年前の阪神淡路大震災は、これまで無関心だった人々が、同じ痛みを共有することの意味を考えるきっ

かけとなりました。そして、先般のスマトラ島沖地震に際しては、多くの人々が関心を寄せご支援ください

ました。 
ネットワーク社会の現代、私たちは世界の出来事を瞬時に知ることができます。そのことが、同じ時代を

共有し同じ痛みを知ることにつながっているのではないかと思います。しかし、子どもたちがおかれた状況

は、まだ多くが語られていません。そのことを私たち現場で活動するスタッフは肌で感じています。そして

伝えることの難しさも痛感しています。その意味でも、このささやかな報告書が皆様に届くことで、子ども

たちの苦しみや痛みの一部でも伝えることができればと願っています。 
 
2004 年末、スマトラ島沖地震はアジアの多くの地域の人々に甚大な被害をもたらしました。その被災者の

半数近くが子どもたちでした。小さな組織の国境なき子どもたちに何ができるのかと考えたとき、たとえ小

さな支援でも、わずか数百人の子どもたちしか救うことができなくとも、私たちは行動を起こすべきだと考

えました。同じ時代に、ひとつの地球に生きている私たちが同じ痛みと苦しみを共有することが今、求めら

れていると思ったからです。 
世界中の関心が集まっている今回の災害には、多くの支援が集まっています。その大半が緊急援助として

寄せられています。ところが、私たちはこれまでの経験から、特に子どもたちに今後長い年月にわたって後

遺症が残ると考えています。様々な出来事がすぐに忘れ去られていく時代の中で、彼らもまた忘れられてい

きかねません。 
息の長い支援が必要な彼らに、私たちがどこまで手を差し伸べることができるのか。国境なき子どもたち

にとっても新しい挑戦です。どうか今後とも皆様のご支援をお願い申し上げます。 
 
 

特定非営利活動法人国境なき子どもたち 
 
会長  
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II. 海外における援助活動 
 

A  カンボジア活動報告 

  
［1］ 概況 

カンボジアでは 1998 年の新政権樹立とともに、25 年以上にわたる内紛で完全に崩壊した社会構

造の再構築にむけてようやく国家が動き出した。しかしながら、社会的弱者である子どもや若者た

ちは依然として路上生活や過酷な労働、人身売買等の危機に晒されており劣悪な環境に置かれてい

るのが現状である。国境なき子どもたち（以下「KnK」）では、彼らが自らの尊厳や自尊心を取り

戻し自立した社会生活を送ることができるよう、職業訓練や教育の機会を提供すると同時に精神面

でのサポートにも力を入れている。活動開始から 4 年の月日が流れ活動自体が安定してきた今、拡

大するプロジェクトの方向性を見極めつつ、既存プロジェクトにおける更なる質の向上に取り組む

ことが課題といえる。当報告書では、今後の活動へ繋げるべく 2004 年の各プロジェクトの進捗状

況を振り返ると同時にその問題点、これからの展望や課題について触れる。 
 
 
［2］ 「若者の家バッタンバン」プロジェクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プロジェクト概要 

「若者の家バッタンバン」は、社会状況の変革の狭間で虐げられた青年期の子どもたちの社会的

自立を促進するための長期的支援を目的として、2000 年 9 月に男子の家、2001 年 2 月に女子の家

がそれぞれ開設された。子どもたちが安心して暮らせる場所と勉学や職業訓練の機会を提供すると

同時に、一人ひとりの子どもの社会的自立に欠かすことのできない精神面でのケアや、家族調査、

卒業とその後のフォローアップ・モニタリングなどを行っている。開設当初に比べると自ら施設を

去る子どもの数が減少しており、これは KnK が彼らに安定したサポートを提供していること、ま

た図書室やフリースペースの設置、スポーツマテリアルの充実など居心地のよい環境を作っている

からだと言えるであろう。 
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プロジェクト対象者とその人数推移 
男子      女子     

  新 卒業 去 計    新 卒業 去 計 
1 月 3 0 2 31  1 月 0 0 1 19 
2 月 0 1 1 29  2 月 0 1 0 18 
3 月 2 0 0 31  3 月 1 0 0 19 
4 月 1 0 1 31  4 月 0 0 0 19 
5 月 1 1 1 30  5 月 1 0 0 20 
6 月 2 2 0 30  6 月 0 0 0 20 
7 月 0 3 1 26  7 月 0 1 0 19 
8 月 1 0 1 26  8 月 3 0 2 20 
9 月 1 1 1 25  9 月 0 0 0 20 
10 月 0 0 0 25  10 月 0 3 0 17 
11 月 0 0 1 24  11 月 0 0 0 17 
12 月 1 1 3 21  12 月 0 0 0 17 
計 12 9 12    計 5 5 3   

 
子どもの新規受け入れは関連 NGO や諸団体からが主であるが、以前に比べるとストリートチル

ドレン（路上で生活する子ども）よりもトラフィックトチルドレン（人身売買された子ども）の数

が増加傾向にある。これに伴い、2004 年の 1 月からは、カンボジア社会福祉労働省（MOSALVY: 
Ministry of Social Affairs, Labour, Vocational Training, and Youth Rehabilitation）と IOM
（International Organization for Migration）共同によるトラフィックトチルドレン帰還事業と協

定を結び、タイから送還された子どもの受け入れとレセプションケアを本格的に開始した。ほとん

どの保護施設が年少の子どもを主な支援対象としているのに対し、KnK では 15 歳以上の青少年を

受け入れている。彼らの多くは、社会に適応する準備が出来ているか否かに関わらず、一定の年齢

に達したことで保護施設に滞在し続けることができずに社会復帰せざるを得ない。そしてその多く

が、再度人身売買組織の犠牲となったり路上での生活を余儀なくされているにも関わらず、現地団

体および政府系機関では未だ彼らへの継続的な支援の方策が見出されていないのが現状である。 
まだ精神的にも不安定である彼らは、KnK での生活を通して次第に将来への夢を語るようにな

ったり、物事に意欲的な態度を示すようになったり、日常の生活習慣・衛生観念や対人関係におい

ての変化が見られ、自立した社会生活へ向けて各人が真摯に勉学・訓練に励んでいる。 
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子どもの就学・職業訓練状況 
 

  学校のみ 訓練のみ 
学校・訓練

半日ずつ なし 就職 
男子 10 7 2 2 0 
女子 2 14 0 0 1 
計 12 21 2 2 1 

 
 
 
 

 
 

子どもたちの多くは、施設に来るまで就学の機会がな

かったか、あるいは学校に通ったことがあっても辞めて

から時間が経っている。そのため多くの子どもが彼らの

年齢に関わりなく各人の学力に応じた学年で勉強すべく

小学校に通っている。小さな子どもに交じって勉強する

ことを好まない子もいるが、社会性や協調性を身に付け

られる貴重な場として、KnK としては学校へ通うことを

奨励している。 
 
 

 
 
 
 
 
平日の夕方から夜にかけては、施設内識字教室を開い

ている。2005 年度より識字教室の性質を目的別に「学校

での補習的性格を持つもの」と「社会知識、算数、識字

能力の底上げを目的とした職業訓練のみに専念する子ど

も対象のもの」とに分ける予定である。通常のクラスで

は、学校に通う子どもたちに対して学校でのレベル別に

クラス編成をし、算数やクメール語、レベルに応じて社

会、物理、化学などを取り入れると同時に時にはゲーム

や歌を織り交ぜながら彼らが楽しく学べるように工夫し

ている。そのほか男女併せて 14 名が英語、日本語及び 
コンピューター学校に通っている。 
 

男子   女子  
バイク 2  裁縫 5 
車修理 2  美容師 6 
車塗装 4  ホテル 1 
大工 1  料理 2 

計 9  計 14 

  小学校 中学校 高校 計 
男子 7 4 1 12 
女子 2 0 0 2 
計 9 4 1 14 

  レベル１ レベル 4 レベル 5 レベル 6 レベル 7 レベル 8 計 
男子 4 1 3 4 1 3 16 
女子 0 3 4 0 0 0 7 
計  4 4 7 4 1 3 23 
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将来の帰郷先で活かせる職業であることを条件として視野に入れつつ、子どもたちはスタッフの

アドバイスを受けながら自発的に訓練を選定、見学、そして開始している。上記に挙がっている職

業選択肢はどれも彼らの日常に馴染みのあるものであるため訓練内容や卒業した後の生活を比較

的イメージしやすいといえる。しかしながらその一方で、本人の資質や興味を活 かしつつ将来の

安定した職業を得るためには、職業訓練の選択の幅を広げていくことが求められる。ホテル・レス

トランなどのサービス業なども視野に入れつつ今後新たな市場を開拓していく必要がある。 
 
卒業生について 

現在卒業生の数は右肩上がりに増加し、その

数は 30 名にのぼる。精神的また経済的に安定

した生活を卒業後持続させるためには、引き

続き KnK スタッフのフォローアップやモニ

タリングが必要となる。ローンなどを含むそ

のサポートのあり方や期間などに関する明確

な方針が必要であり、モニタリング内容やそ

の実施時期などを含めて現在検討中である。 
卒業生たちのその後については様々である。

わずかながらでも定期的な収入を得て自信を

得ている子どももいれば、様々な理由から仕

事を辞めてしまうケースもある。卒業時にどれだけ社会適応能力が身についているか、また卒業後

にどれだけ自分のスキルを活かしていくことができるか、がその後を大きく左右していることが見

て取れる。が中には、家族の問題で挫折してしまうケースも多々あり彼らにとっては本人の社会適

応能力・技術の向上だけではなく、家族等の抱える貧困問題や家庭環境の改善が望まれる。そのた

めには KnK として支援対象やその方法の異なる他 NGO との連携が今後強く求められる。 
 
「若者の家」関連アクティビティ 

徐々に増えつつある卒業生たちの自主運営組織として「The Alumni Club」が設立された。この

Club の主眼は、卒業生同士が互いに情報交換をし問題解決に共に取り組むこと、また KnK からの

卒業生に対する精神的サポートや仕事の支援を含む組織的かつ継続的なフォローアップである。年

に 2 回開催されるミーティングでは、「若者の家」の子どもを始め、日本を含む海外の若者と共に

学びあう機会の提供など、卒業生に対する継続的な支援の新しい形として子どもたち自身が自発的

に活動する場である。 
2004 年 8 月と 12 月にはそれぞれミーティング

が開かれた。子どもたち同士が近況や直面してい

る問題点などを報告しあうことで、自らの置かれ

ている状況を冷静に受け止め且つ共に学んだ友人

たちとの語らいを通して将来への漠然とした不安

が和らいだようである。KnK としても彼らの意見

を今後の体系的フォローアップ体制の構築に活か

していきたい。 
その他では、施設内の子どもたち対象に様々な

トピックでワークショップを開いたり、スポーツ

大会の開催、社会科見学などを行っている。 
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「若者の家」関連行事 
2/12-3/20, 8/18-9/18 AYIP/アジア若者交流プロジェクトの訪問、文化交流の実施 
3/13-14  「カンボジアに自転車を贈るプロジェクト（代表：鮎田哲子氏）」 

ご一行の訪問受け入れ  
4/14   クメール正月ピクニック実施 
5/30   国連人間居住センター（UN-HABITAT）スタディツアーご一行の 

訪問受け入れ 
6/1   子どもの日イベント実施 
7/13-16  コンポンソムへのピクニック実施 
8/4-11   歴代の『友情のレポーター』3 名の再訪問受け入れ 
8/5-27   KnK カンボジア ビデオワークショップ開催 
8/6-8, 12/10  The Alumni Club ミーティング開催 
8/14-16, 12/21-23 農業プロジェクト 田植え、稲刈りの実施 
11/18-21  活動支援を頂いている真如苑様ご一行の訪問受け入れ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
スタッフ配置状況 

専従スタッフ 6 名（日本人 2 名を含まない）、非専従スタッフ 7 名の計 13 名で運営している。夜

間はハウスマネジャー、ソーシャルワーカー、またはエデュケーターのいずれかが施設に常駐して

いる。 
 
今後の展望 

「若者の家」の運営自体は特に大きな問題もなくスムーズに進んでいるといえる。しかしながら、

上記のように卒業後のより安定した社会的自立を目指す為には、職業訓練の選択幅拡大、綿密な市

場調査と的確な就職斡旋、子どもたち自身による将来設計や目的の設定、自分の気持ちをある程度

コントロールできるような精神的サポートの充実など更なる活動の質向上に取り組む必要がある。

これらの取り組みに加えて、2005 年には専門家を招集しての連続カウンセリングワークショップ

を実施する。スタッフの専門知識や対処能力が向上することによって子どもたちがより良いケアを

受け、身体的・心的外傷からの回復と社会復帰の促進が期待される。 
 



 9 

［3］ 「若者の家プノンペン」プロジェクト 
 
プロジェクト概要 

「若者の家プノンペン」プロジェクトは、国

際ボランティア貯金の支援のもと 2002 年 9 月

に開始された。プノンペンの「若者の家」はバ

ッタンバンに比べて規模が小さく、プノンペン

でしか学べない職業訓練や進学を目的とした

子どものみを受け入れている。「若者の家バッ

タンバン」の子どもたちに比べると年齢も学

校・訓練レベルも比較的水準が高いため、彼ら

の自主性を重んじ、各自が「若者の家」を運営

する一員としてプロジェクトに関わっている。 
 
プロジェクト対象者とその人数推移 

  新 卒業 去 計 
1 月 0 0 0 8 
2 月 0 0 0 8 
3 月 0 0 0 8 
4 月 1 0 0 9 
5 月 0 0 0 9 
6 月 0 0 0 9 
7 月 0 0 0 9 
8 月 0 1 0 8 
9 月 0 0 0 8 
10 月 0 0 0 8 
11 月 0 1 0 7 
12 月 0 2 0 5 

計 1 4 0   
 
子どもの就学・職業訓練状況 

車修理 2 
高校（2 年） 1 
経営（4 年制大学） 1 
コンピューター（2 年制大学） 1 

計 5 
 
卒業生について 

2004 年には４名が無事卒業を迎えた。1 名はバイク修理の技術を活かしてヤマハに入社し、1 名

は木彫りの先生の下で住み込みで働くこととなった。雇用機会の乏しいカンボジアにおいて、自ら

のスキルを活かせる就職先を得ることは安定した社会生活への第一歩といえる。 
後の 2 人は画家としてシェムリアップのアートショップに勤めている。自分の得意の絵を活かし

つつ生計を立てている彼らは、わずかながらの収入の中でも将来への夢を持ち続け更なる飛躍のた

めに日々努力をしている。 
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スタッフ配置状況 
バッタンバンのスタッフが定期的にプノンペンに出張し、会計管理やプロジェクトの運営管理監

督を行っており、2004 年 11 月以降は常駐のスタッフを配置していない。 
 
今後の展望 

「若者の家プノンペン」は、2004 年の 7 月にオフィスの併設されていない子どもたちだけの居

住スペースへと移った。これによって、子どもたち一人ひとりの更なる自主性の発揮、コミュニテ

ィに根ざした生活を送ることが出来るような周囲との協調性、自己管理能力の向上などが求められ

ている。新体制に入ってから数カ月が経つが、大きな問題もなくそれぞれが責任を持って相手を思

いやりながら生活をしている様子が窺える。高等教育機関や高度な専門施設で学ぶ彼らには、限ら

れた時間の中で精一杯努力をし自分の未来を切り開いていってもらいたい。また彼らのそういった

姿が、活動を通して共に成長している多くの青少年たちにもよい刺激となるであろう。 
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［4］ バッタンバン刑務所プロジェクト 
 
プロジェクト概要 

バッタンバン刑務所プロジェクトは、2003
年 1 月に開始された。バッタンバンに唯一の当

刑務所に収容されている 500 名近くのうち、約

70 名が 13 歳から 19 歳の青年期の子どもたち

であるが、彼らが刑務所内で勉強できる機会は

ない。また、子どもと大人が同じ独房でひしめ

き合いながら寝泊りをしており、子どもの権利

が守られているとは言い難い状況である。KnK
カンボジアでは、こうした青少年に教育の機会

を提供し、支援する活動を行っている。識字教

室は週 2 日の午前中に、また 2004 年 6 月から

開始した木彫り職業訓練は週 3 日の午後に活動

している。 
 
プロジェクト対象者とその人数推移 

プロジェクト開始当初は、13 歳から 18 歳の青

少年 20 名前後を対象者として見積もっていたが、

19 歳まで受け入れて欲しいという刑務所側の要

望に応え、約 40 名でのスタートとなった。活動

自体は自由参加であるが、参加人数は右図の通り

推移しており 13 歳から 20 歳まで 60 名前後が参

加している。刑務所内での置かれている環境から

すると、当プログラムに参加することで得られる

他者との交流の機会、勉強の機会、軽食や文房具

の支給などは彼らにとって貴重な機会といえる。 
 
活動内容 
① 識字教室 

現在 2 つのグループに分け、クメール語と算数、道徳の授業を行っている。子どもたちが熱心に

勉強していることもあり、どちらも学習レベルが一つずつ上がり識字レベルの向上に繋がっている

といえる。また、一人ひとりの理解度を把握するために定期的に小テストを行い、授業計画の立案

にも活用している。授業内容としては、彼らが興味を持つようなトピックや絵などを用いたり、ゲ

ームを取り入れるなど双方向の授業になるよう工夫をしている。 
 
② 木彫り職業訓練 

職業訓練コースを設置してほしいという刑務所側の要請により、2004 年 6 月より開始した。参

加者は 17 歳から 19 歳までの男子 15 名である。定員を大きく上回った希望者の中から木彫りへの

興味や刑務所内での態度などを総合的に判断し選抜した。開始当初は一切の技術を持っていない初

心者の彼らであったが、数カ月かけて作り上げた作品は木彫り講師の店頭においてもらえることと

なった。そこから彼らが得る僅かながらの収入は、出所時の帰省費用などに当てる予定である。 
 

③ ディスカッション・英語 
現地大学生ボランティア 2 名とアメリカ人ボランティア 1 名が活動に参加している。ディスカッ
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ション・英語のいずれの授業も子どもたちにはなかなか馴染みのなかったものではあるが、彼らの

身近な事柄を取り上げたり発言の場を多く持つことで、今では一人ひとりが積極的に参加している

様子が窺える。また不定期ではあるが、日本の大学生ボランティアや KnK の子どもたちが活動に

加わり、お互いの生活や考えについてディスカッションなどを行っている。 
 
④ カウンセリング 

活動時には積極的に子どもたちとコミュニケーションを取り、彼らの健康状態、精神状態を気に

かけ必要があれば個別カウンセリングを行っている。彼らが抱える悩みの多くは、体調不良を訴え

るものと家族の様子を気遣うものであるが、中には刑務所関係者に直接話すことの出来ない刑務所

内の生活に関する不満や要望もある。それらについては、スタッフの方から刑務所責任者や関連

NGO に改善、協力を求めている。 
 
出所者について、また出所に向けた取り組み 

通常受刑者が出所を知らされるのは出所日の数日前であり、家族への連絡また帰省のための交通

手段やその費用の確保は保証されていない。そのため多くが家に戻ることが出来ずに路上生活を送

るようになったり、犯罪に再度関わるケースもある。KnK としては出所時に必要であれば交通費

の支給や家族との連絡調整などのサポートを行っているが、現地人権 NGO などとの連携を図りつ

つ、そういったサポート体制の確立と刑務所側の対応改善に向けて取り組んでいきたい。 
 
スタッフ配置状況 

KnK 刑務所活動員 2 名、現地ボランティア大学生 2 名、アメリカ人ボランティア 1 名が活動に

関わっている。不定期ではあるが、KnK の「若者の家」の子どもたちや日本からの大学生ボラン

ティアも参加している。 
 
今後の展望 

刑務所活動の目的の一つは、置かれている劣悪な環境において子どもたちが精神的に安定した人

間らしい刑務所内生活を送れるようにすることである。彼らが再度犯罪に手を染めることなく社会

復帰できるよう、学力レベルの向上だけでなく精

神的なサポートにも力を入れていきたい。先にも

述べたように、出所に関する取り組みや子どもの

権利に基づいた法的な支援など他 NGO との連携

が今後さらに求められてくるが、そういった課題

がある一方では、子どもたちの識字レベルの向上

や、活動に参加することで見えてきた将来の展望

や夢、また自分自身を振り返り今後に繋げていけ

るような安定した精神状態の回復など活動の成果

も上がっている。 
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［5］  「若者のための日カ友好職業訓練施設」共同建設プロジェクト 
通称 ： “Building Together” ビルディング・トゥギャザー 

 
プロジェクトの概要 

KnK はこれまで、「若者の家バッタンバン」プロジ

ェクトを始めとして将来の自立を促進するような長期

的な支援活動を行ってきたが、独自の職業訓練施設は

有していない。バッタンバンには職業訓練を行う政府

系機関や現地 NGO が少なからず存在するもの、入学

条件に中学卒業（9 年生修了）という基準が設けられ

ていたり、また大工訓練のように作業場確保の難しさ

等の理由からほとんど行われていない訓練もある。

Building Together プロジェクトでは、単に職業訓練施

設の建設にとどまらず、職業訓練を受ける機会を与え

られていない若者へ訓練の機会の提供や、施設を地域社会へ開放することによる一般社会の問題認

識の向上、更には国を越えた若者の交流や The Alumni Club の拠点としての利用など幅広い活動

を目指している。 
 
プロジェクト対象者 

主に建設に関わるのは、現地 NGO が運営する各種支援プログラムの対象から外れる青少年であ

るが、建設された職業訓練施設自体は彼らのみならず現地協力団体やカンボジアの若者に積極的に

開放する。また、海外からのボランティアや KnK の卒業生たちもこの場を通して様々な形で交流

の輪に加わる。 
 
関連アクティビティ 

職業施設の建設場所に隣接する土地は、農業プロジェクトの用地である。2004 年 8 月には子ど

もたちとスタッフとで田植えをし、12 月に約 900Kg の米を収穫することができた。自分たちが共

同で作業したものの成果を目に見える形で実感することが出来、子どもたちは満足感と充実感を味

わったようである。今回の収穫で得た米のうち 800Kg はスマトラ沖地震の被災地へ贈ることを子

どもたちが決定した。米をそのまま輸出入とな

ると検疫や送料などの手間がかかるため、カン

ボジア国内で換金し募金として贈ることとな

った。日頃は支援を受けて生活している子ども

たちだが、自分たちにも何かが出来るという考

えを子どもたち一人ひとりが感じたようであ

る。 
来年は稲作のほかにも野菜栽培を始める予定

である。農業従事者の多いカンボジアで日頃馴

染みのある農作業を楽しみながら、かつ学べる

機会を提供していきたい。 
 

今後の展望 
上に述べたように、Building Together プロジェクトは職業施設の建設のみにとどまらず、地域

社会や国を越えての交流の場でもある。より多くの人々との交流を通して、バッタンバン「若者の

家」の子どもたちが社会の一員であることへの意識を高め、自立への一歩を踏み出してくれること

を望んでいる。逆に、子どもたちとの交流を通して地域社会の認識が変化することも期待される。
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トラフィックトチルドレンやストリートチルドレンは、カンボジアの脆弱な社会基盤が生み出した

被害者たちである。地域社会がその問題意識に目覚め支援体制の整備・拡張を行うことが、彼らの

社会復帰を促進し、またそうした被害者の増加の未然防止に繋がるであろう。これらを念頭に、

Building Together プロジェクトが地域のニーズを見極めつつ軌道にのることをまずは目指してい

きたい。 
 
 
［6］ 現地における資金調達状況 
 

機関名：国際移住機関 (International Organization for Migration: IOM) 
プログラム名：Long Term Recovery and Reintegration Assistance to 
Trafficked Women and Children 
期間：2004 年 4 月～2005 年 3 月 
機関名：国際移住機関 (International Organization for Migration: IOM) 
プログラム名：Psychosocial Rehabilitation and Material Support 
期間：2004 年 10 月～2005 年 3 月 

 
 
［7］ パートナー・関連諸機関 
 

IOM  International Organization for Migration （国際移住機関） 
TPO  Transcultural Psychosocial Organization 
TC  Transit Center 
MoSALVY, DSALVY, OSALVY （社会福祉省） 
Homeland 
Komar Rik Reay Association Center 
Goutte D’eau 
COSECAM NGO Coalition to Address Sexual Exploitation of Children in Cambodia 
LICADHO Cambodian League for the Promotion and Defense of Human Rights 

 
 
［8］ 今後の展望 
 

KnK のカンボジアでの活動も 4 年目を向かえ、安定期に入っ

たといえる。子どもの施設内での生活全般における指導、カウ

ンセリングのノウハウ、施設に来る子どもたちが抱える悩みや

その対処法、卒業に向けてのステップ、卒業後のフォローなど

への取り組みが、子どもたちの精神面の安定や将来への希望な

ど様々な形で成果として見られるようになった。と同時に、更

なる質の向上に向けての課題も見えてきた。子どもたちが真に

社会で自立するには、家族やその地域社会の理解や協力が不可

欠となってくる。それらを円滑に進めるためには今後他 NGO
や組織との連携は欠かせないであろう。KnK の活動が、現在こ

こで生活する子どもたちだけにとどまらず、増え続ける被害者

の増加防止に繋がることを視野に入れつつ活動に取り組んでい

きたい。 
 

報告 ： プロジェクト・コーディネーター 久須美 晴代 
©Atsushi Shibuya



 15 

B  ベトナム活動報告 
 

［1］ 概況 

 
経済発展と都市化の著しいホーチミン市において、ストリートチルドレンの存在は社会的、経

済問題が複合した現象であり、ベトナム政府もその重要課題として取り組んできている。都市と

地方の貧富の格差は貧しい農村部から都市部への流入を招き、家計を助けるために多くの子ども

たちがホーチミン市の路上での過酷な労働へと辿り着いている。ホーチミン市内でゴミ拾いや物

売り、靴磨きに従事するなどして路上で生活している子どもの数は 10,000 人に及び、うち約 4,000
人が大人による虐待の危険に晒されている。そうした子どもたちは法律に関する知識や福祉・教

育的サービスへのアクセスも持たないために、不当な方法で雇用主に搾取されたり、売春の罠に

はまってしまったりしている。さらに、10 代の若者はドラッグや窃盗などの犯罪活動や HIV/AIDS
感染などに巻き込まれる危険性が高く、住民からも厄介者として蔑視されやすい。また、若者た

ちは 16 歳に達すると子どもとはみなされなくなり、未成年としての法律の保護対象から外されて

いる。同時に様々な教育保護施設のプログラムからも排除され、自立するには不十分なまま施設

を出ざるを得ない場合が多く、青少年の支援・法的保護にギャップが生じている。このような現

状の中、ベトナム政府では、子どもたちを街から一掃するといった強硬措置から、子どもの人権

を考慮した形で家族やコミュニティーに戻すような支援策へ路線を変更し始めた。しかし、地方

からの出稼ぎ者は後を絶たず、家族の元へ戻っても結局地元社会での生活に定着することができ

ずに再び都市へ戻ってきてしまう子どものケースが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KnK はそうしたストリートチルドレンのうち、14 歳から 19 歳の青少年を対象に、「若者の家・

男子」を 2003 年 4 月、「若者の家・女子」を 2004 年 1 月に開設し、それぞれベトナムの現地団

体をパートナーとしてプロジェクトを運営している。「若者の家」では受け入れる人数を少なくし、

各自の細やかなケアを行うとともにコミュニティーに根ざした形で子どもたちの自立的な生活を

促すよう配慮している。彼らが精神的・経済的に自立を果たし、社会の一員として復帰できるま

でを手助けし、同時に家族およびコミュニティーにおいても彼らを再び受け入れることが可能に

なる環境作りを促進している。 
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［2］ 「若者の家・男子」プロジェクト  

 

現在 15 名の男子が公立学校や職業訓練に通いながら共

同生活をしている。プロジェクトを運営するパートナー団

体のユースソーシャルワークセンター (YSWC)は、ベトナ

ム青年連合の傘下にあり、ホーチミン市におけるユース関

係の施設や行事をリードする立場にもあるなど青少年ケア

の経験も豊富である。 

 

１）子どもたちの変化 

子どもたちは市内の他の施設からの移籍者もいるが、多

くはエデュケーターがホーチミン市の路上で実施したカウ

ンセリング活動の結果、若者の家に受け入れられている。

子ども 15 名のうち 11 名がホーチミン市以外の出身で、地

方から都会へ出稼ぎに来て路上に行き着いたケースである。

宝くじや新聞を路上で売り歩いたり、屋台や建設現場で一

日中酷使させられたりするなどの経験を過去に持つ。 

 

この 1 年間に、子どもたちの表情には落ち着きが見られるようになり、容姿や仕草も子どもの

それから大人の態度へと変化しているのがよく伺えた。プロジェクトを開始した当初はエデュケ

ーターの指導によって、掃除、洗濯などの当番の仕事をしたり、生活習慣を改めたりしていた子

どもたちであるが、生活環境を各自で整えていくことを自覚してきたため、そうした日常管理が

自然に身に付いてきている。加えて、学校や職業訓練先で様々な人々と交じり合うことで社会生

活に必要なコミュニケーション能力や礼儀、習慣なども心得てきている。家族的な雰囲気の中、

エデュケーターの愛情や仲間との友情に支えられるなどして、子どもたちの心の状態も浮き沈み

が少なく、安定したものとなってきている。また、知識が増し、職業技術が上達することにより、

各自が徐々に自信を取り戻しつつあり、子どもたちの日常の行動や態度に変化が見られる。 

 

エデュケーターによるカウンセリングの内容も子どもたちの発達の度合いによって確実に変化

してきている。最近では子どもたちの行動の改善にかかわる指導的なものよりも個々の将来の計

画を含めた助言的なものが増えている。子ども

の抱える悩みが変わってきているとも言える。

例えば、訓練中の技術を将来確実に使えるか、

雇用の見込みはどうか、家族を養っていくこと

ができるか、などである。若者の家を卒業した

後のことを考える余裕が出来てきた証拠であり、

子どもたちの成長が伺える。が、同時にそれぞ

れの不安や心配が募りがちな時期ででもあるた

め、エデュケーターは親身かつ現実的な助言を

与えるよう努力している。 

 

 

２）就学と職業訓練 

努力の結果飛び級を果たした者を含めて、この1年間に2名が小学校を、7名が中学校を卒業し、

他の 4 名も無事に進級することができた。良い成績で工業高校の 2 学年に進級した男子 2 名を見

習い、高校への進学を目指している男子が他にもでてきている。学校での学習態度や進捗状況を

エデュケーターが定期的にフォローしている。当初子どもたちは授業になかなかついていけず、

識字教師が夜間に指導した期間もあったが、時期に苦手な科目を克服するなどしてその苛立ちは
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解決できている。1 学年が終了するときには 1/3 がクラスでも

上位の成績を収めるなど成果がでている。 

 

2004 年半ばに入るとほとんどの子どもが職業訓練の基礎コ

ースを終了し、実践を交えた研修を始めた。子どもたちは 1 年

目に習得した基礎技術をベースにより実践的な技術とビジネス

のノウハウを学ぶため、民間の商店でオーナーによる監督のも

と OJT をそれぞれに受け始めた。下記の表 1.にある通り、15
名のうち 7 名は既に雇用主から手当てを受け、就職の可能性が

十分見込まれている。同時に子どもたちの意識も高まり、実現

へ向けた具体的な計画をエデュケーターに相談するなど、自立

のための一歩をそれぞれが踏み出そうとしている。 

 

 

表 1. 若者の家・男子 職業訓練分野と進捗状況 

職業訓練分野 人数 進捗状況 

オートバイ修理 6 初任給の約 1/3～半分にあたる手当てを既に受けているため、技術的
にも高く、訓練先のオーナーに雇用される可能性は十分見込まれる。 

理髪 3 OJT 中であるが、髭剃りなどの客への基本サービスを任されるよう
になり、オーナーに接客態度が良いと認められている。技術がより
上達すれば、訓練先の理髪店で雇用の可能性がある。 

オートバイ修理 2 訓練の開始が他の男子よりも遅いため、技術面がまだ十分でなく、
OJT の初期段階である。雇用の可能性については未定。 

レストラン（調理） 1 OJT を受けた一流ホテルの西洋レストランで見習いとして既に雇用
されている。試用期間が無事終了すれば、継続して雇用される予定
である。 

ベーカリー 3 他の職業分野から転向したため訓練の開始が遅いが、上達は早い。3
ヵ月後には技術が身に付き、訓練学校より適当なベーカリーショッ
プへの就職を斡旋される予定である。 

（2004 年 12 月末現在）  

 
３）その他の活動および成果 
①啓発ワークショップの実施 

子どもたちは長い間社会から疎外されていたために、社会復帰へのスムーズな移行には様々な

アプローチが必要である。そこで若者の家では定期的に専門家を招き、ワークショップを開催し

ている。安定した社会生活を送ることのできる能力や意識を高めると同時に、グループディスカ

ッションやプレゼンテーションをまじえ、子どもたちの参加を促すと同時に思考力を高める効果

も生んでいる。ワークショップのテーマには以下のようなものがあった。 
 

将来のゴール設定と達成への道／日常生活の管理／問題解決法／ 

病気の対処法／HIV/AIDS／コミュニケーションスキル／自信の回復／ 

事故の防止法／勇気とエネルギー など。 

 

②課外活動 

若者の家では施設外においても様々なイベントへの参

加を促進しているが、最近では子どもたち自身が積極的に

参加するようになってきている。郊外の公園へ日帰りで旅

行する、ランターン祭りや音楽コンサートを楽しむ、青年

の日を祝う行事へ参加するなどが催された。また、施設に

住むことで社会から隔離されるのではなく、コミュニティ
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ーとの接点の機会をできるだけ多く作ることにも配慮している。地元で催される活動に参加したり、

町内の掃除当番を担当したりするなど、自分たちも地域社会の一員であるということを徐々に子ど

もたちも実感し覚えはじめている。 

 

③家族との再統合 

ベトナム旧正月の際には多くの子どもが家族または親戚のある故郷へ里帰りした。何年も家族

に会っていなかったために再会を避けたがる子どもも数名あったが、エデュケーターが同行する

などして出来る限り家族との和解を手助けし、適宜家族へのカウンセリングも実施した。家族の

経済状況の改善と子どもとの和解が成立したため、2004 年には 4 名が若者の家から家庭に戻った。 

 

４）スタッフの役割と活動 

2004 年の後半より、子どもたちの成長に伴って、セキュリティオフィサーと識字教師が各 1 名

ずつ減り、現在はエデュケーター2 名、ハウスキーパー1 名の計 3 名が子どもたちのケアに当たっ

ている。当初は学校の授業についていけなかった子どもも次第に学力を付け、補習授業の必要が

なくなったこと、そして自分のことは自分で守るといった意識が高まり、かつ近隣の住民との連

帯感も深まったために安全に関する不安も薄れたことなどが主な理由である。 

 

ハウスキーパーは子どもたちの母親のような

存在として引き続き料理や掃除、洗濯等につい

て適宜指導することにより、子どもたちの日常

生活管理能力を高める。エデュケーターは子ど

もたちの健康管理、学校・職業訓練先のフォロ

ーアップ、また精神面でのサポートを、個々の

子どものニーズに合わせて行う。一人一人の状

況を詳細に把握し、子どもたちの行動や態度の

変化を把握するとともに、学業の進捗、精神面

での発達、健康状態等に関し随時記録する。な

お、エデュケーターのそうした経験やノウハウ

は、ユースソーシャルワークセンターがホーチミン市内で組織している「エデュケータークラブ」

において他の団体のスタッフとも定期的に交換されている。 

 

若者の家が 15名の定員に達した後も、エデュケーターによるストリート活動は継続されている。

ホーチミン市内で現在エデュケーターが活動しているのは 6 カ所で、一カ月に計 20 名程度のスト

リートチルドレンに声をかけ、カウンセリングをしたり、適当な福祉サービス機関へ照会したり

している。コンタクトした子どものうち 6 人に 1 人はドラッグを常用しており、薬物用の注射針

の共有や売春、ストリートチルドレン同士の性行為により、HIV/AIDS 感染の危険性もかなりの

確率で高まっているという。 

 

５）今後の課題と展望 

上述のように、若者の家開設以来、子どもたちは確実に成長してきている。特に職業訓練にお

いてはその上達度が目覚ましかった。今後、子どもたちの卒業後の進路決定に関するアセスメン

トを注意深く行い、就職や開業の支援を早急に準備していく必要がある。その中で特に、子ども

や家族の意思の確認や復帰予定先の地域におけるコミュニティーとの関係作り、および雇用状況

や市場の調査といったプロセスが重要となってくる。卒業時におけるきめ細やかな対応がその後

の子どもの将来を左右する。KnK の過去の経験をパートナー団体とも交換しながら着実に進めて

いくべきであろう。 
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［3］ 「若者の家・女子」プロジェクト 

 

ストリートチルドレンに占める女子の割合は決して高くはないが、男子に比べ女子の場合、職

業の選択肢が限られ、また性的搾取や雇用主による虐待の被害にあう危険性が高い。そうした女

子への支援ニーズを鑑み、社会福祉労働省ホーチミン市局およびその監督下にある児童教育訓練

センター(CETC)をパートナーとして「若者の家・女子」を 2004 年 1 月に開設した。いわゆるス

トリートチルドレンの「施設」ではなく、コミュニティーの中で一般の人々と同様の普通の生活

を送りつつ自立までの準備を自主的にすすめていく場としての「家」を目指している。CETC と

は意見や経験を随時交換し、プロジェクトの質の改善に努めている。 

 

１）子どもたちの変化 

CETC に生活する子どもの中から、家庭に戻

ることが困難でかつ勉学や職業訓練に励みたい

という向学心のある者が選考されている。これ

まで常に閉ざされた施設の中での生活に慣れて

いた子どもたちにとって、開放された環境、栄

養のある食事、自己の自由に使える時間などは

すべて新鮮であり、そうした普通の子どもたち

と同様の生活が得られたことをあらためて実感

し享受し始めている。自分たちで料理をし、友

達と連れ立って近所へ遊びにいくことさえ、喜

びと感じている。安定し開かれた環境の中で教

育と愛情を受けながら精神的にも癒され、子どもたちは同時に人間としての尊厳を取り戻しつつ

ある。 

 

また、規則正しい生活を送ることにより、生活習慣が改善され、新しい環境にも慣れてきた頃

から、子どもたちの中には積極性が芽生え始めており、自主的に様々なアクティビティを計画・

実行している。例えば、仲間の誕生日会を催したり、地元の行事を先頭に立って実施したりした。

こうしたグループ活動に参加することにより、個々のアイデンティティも確立してきているよう

だ。また、他人に対する言葉遣いや態度も丁寧になり、「若者の家」以外でも交友関係を広げるな

ど、各自が自信を取り戻しつつある。 

 

２）就学と職業訓練 

子どもたちの多くは長期にわたって路上生活を強いられ、

学業から離れていたため、入居時の識字のレベルが低い。授

業についていくことのできない子どもは主に夜間近所の識

字教師のもとで補習授業を受け、努力が実ってか子どもたち

は徐々に学力を安定させている。2004 年末現在で小学校に

1 名、中高等学校に 8 名が在籍している。 

 

子どもの資質および就職の見込みを考慮したうえでエデ

ュケーターがカウンセリングを行い、最終的にはそれぞれが

希望の職業分野を選択し、訓練に励んできている。これまで

に約半数は基本的な技術を学んだ後、OJT へと進んでいる。

子どもたちは楽しみながら技術を学んでいる様子である。今

後は個々の卒業後の自立を念頭にエデュケーターがネット

ワーキングを始め将来の雇用へと結びつけていく。 
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表 2.  若者の家・女子 職業訓練分野と進捗状況 

職業訓練分野 人数 進捗状況 

縫製 4 内 1 名は民間のテイラーショップで OJT を受けており、技術の習
得も早く、数ヵ月後には卒業が見込まれている。エデュケーターが
同時に就職先を探している段階である。他 3 名は訓練を開始して
間もないために訓練センターで基礎を学習中である。 

美容 3 内 2 名は基本的な技術を習得したので、現在 OJT 先を探している。
他 1 名は訓練センター基礎コースに在籍している。 

デザインアート 1 本人の強い意志と学力レベルの高さもあり、上達が早い。現在、翌
年の芸術大学受験のため、勉強・訓練中である。 

レストラン（調理） 1 基本的な調理法を習得したため、現在訓練センターからの OJT 先
の紹介を待っている段階である。OJT を確実に終了すれば、市内
のレストランで雇用される可能性は高い。 

 （2004 年 12 月末現在） 

３）その他の活動および成果 
①啓発ワークショップの実施 

思春期の女子は、栄養の良い食事の効果も伴ってか体の発達も早い。そこで体の構造や異性と

の付き合い方なども含め、性教育についてインフォーマルな形でディスカッションなどを実施。

他団体が実施する HIV/AIDS に関する教育セミナーやドラッグ、売春の危険性を考える会などに

参加し、他の同年代の子どもたちと一緒に学ぶ機会も設けている。 

②課外活動 
学校や職業訓練へ通学するなどのルーティーンに加え

て週末や祝日を中心に様々なレクリエーション活動への参

加を促進。子どもたちは地元で行われる料理のコンクール

やクイズに参加したり、ホーチミン市近郊へ小旅行に出か

けたりした。気分転換を図ると同時に、様々な人との交流

を通して視野を広めることを可能にしている。 
③家族との再統合 

2004 年の一年間に 5 名の子どもが家族の元に戻った。

以前には子どもを保護し学校に通わせることのできなか

った家族がその経済状況が好転し、同時に子どもとの関係も改善された場合である。女子の場合

は特に家族の元で生活をすることを本人が強く希望することが多く、エデュケーターは環境が整

っていることを確認した上で家族の再統合を手助けする。 

 

４）スタッフの役割と活動 

子どもたちに対し、職業選択のカウンセリングやフォローアップを行うほかに精神的なバック

アップをエデュケーターが提供している。しかし、基本的には子どもたちの自主的な行動や決定

を尊重・奨励し、大人からの援助は最小限にとどめるよう心がけている。 
エデュケーターのネットワーキング活動により、地域当局や住民との関係が構築され、近隣の

人々の意識も変化し始めている。元ストリートチルドレンであることに対する偏見が完全に消え

たわけではないが、少なくとも若者たちを温かく見守る人々が確実に増えてきている。子どもた

ちが社会復帰を果たすためには、彼らを受け入れる支援環境が整うこと、そして地域の人々の理

解や協力を得ることが不可欠である。 

               

５）今後の課題と展望 

プロジェクトでは子どもたちの自立的な生活を促すことを意図しており、その成果は子どもた

ちの日ごろの行動や態度の変化にも現れてきている。ただし、若者の家からの卒業が近づいてい

る段階では、やはり個々の子どもに対する細かいフォローが必要である。精神面、技術面および

教育レベルでもそれぞれが自立できる段階にあるかどうかなど適切なアセスメントをすることも

重要であろう。エデュケーターが今後子どもたちの卒業を踏まえたケアにより焦点を当てていく

ことが望まれる。 
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［4］ 青少年奨学サポート・グループホーム 

 
物事の分別がある程度つくようになった比較的年

齢の高い若者たちに対し、KnK では新しい形態の支

援を施行している。若者たちは就学・職業訓練のため

の奨学金と最小限の生活費および精神的なバックア

ップを受けながら実際の社会生活を営む中で問題へ

の対処の仕方などを少しずつ学び、同時に社会人にな

るまで成長していく。現在、ホーチミン市内の 2 カ

所に居室を設け、計 10 名の男子を支援している。こ

のアプローチは施設内での生活と実際のコミュニテ

ィーにおける生活とのギャップを埋め、かつコミュニ

ティーの一員としての位置を保ち得ながら彼らのよりスムーズな社会復帰を促す。 

 

１）子どもたちの変化 

コミュニティーの中で独立して仲間との共同生活をしてい

るため、自分のことは自分でやるといった責任感の伴う自立心

が身に付いてきている。また、各自が近い将来の卒業を意識し

てきている様子がはっきりと見られる。そうした態度の変化は

職業訓練先のオーナーの目にも留まり、就職の機会もおのずと

拡がっている。 

 

２）就学と職業訓練 

2004 年末現在で中高等学校に 7 名が通学し、1 名が大学で中

国語を専攻している。若者たちは向学心も豊富で、就職し資金

を貯めて将来大学へ進学することを 4名の男子が希望している。

また、特に職業訓練にみなよく励み、上達も早い。訓練先で既

に多少の手当てを受けとっている者もあり、約半数は経済的な

自立とともにプロジェクトの卒業も近づいている。 

 

表 3. グループホーム 職業訓練分野と進捗状況 

職業訓練分野 人数 進捗状況 

写真 3 内 2 名は技術が十分で態度も良いため、既に初任給の約 2/3 にあた
る程度の手当てを受け始めた。今後数カ間特に問題がなければ正式
な雇用が予定されている。もう 1 名は写真屋で OJT を受けており、
技術の習得度は比較的遅いが、本人の努力も実り、オーナーからは
期待されている。あわせてフォトショップなどのコンピューター技
術を身に付ければ、数ヵ月後には同オーナーの店または他で就職で
きる見込みである。 

自動車修理 1 あと 1 カ月でセンターでの訓練が終了する予定。エデュケーター
が就職先を探している段階である。 

オートバイ修理 1 訓練センターで基礎をマスターしたため、民間のショップで修理工
の OJT を受け始めた。 

縫製 1 近所の住民からオーダーを受け、家族の元でテーラーとして開業し
始めたところである。同時に縫製工場での就職口を探している。 

コンピューター 1 資質があり技術の習得も早いが、就職は現在考えていない。本人は
高校を卒業して大学に進学し IT を勉強することを希望している。 

レストラン（調理） 1 基本的な調理法を習得したため、現在市内のホテル内レストランで
OJT を受けている。本人の努力と態度次第で半年後に同レストラ
ンで雇用される可能性もある。 

（2004 年 12 月末現在）  
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３）その他の活動および成果 
①課外活動 

2 カ月に 1 度程度の割合で、卓球やサッカーなど

の地元のスポーツ行事に参加した。また 7 月には全

員で海へキャンプに出かけ、仲間同士で楽しむと同

時に連帯感が一層強まった。 
②家族との再統合 

若者たちは精神的にも大分安定し、大人としての

意識が芽生えてきたためか、家族と過去に葛藤した

際の複雑な気持ちも薄れてきている。そこで、父親

と将来について語り合ったり、勇気を出して 10 年ぶ

りに母親を訪ねてみたりするなど、家族との和解を

エデュケーターの手を借りずとも自分なりに果たしている。 
 

４）スタッフの役割と活動 

エデュケーター１名が週に 2～3 度子どもたちを訪問し、カウンセリングや健康管理にあたり、

職業訓練などのフォローアップを実施している。が、基本的には若者たちの自立した生活を見守

る程度の手助けにとどめている。 

 
 

［5］ 現地団体の支援 

 
１）児童教育訓練センター（CETC）内クラブ活動「スキルクラブ」の支援 

 

ホーチミン市内で最も大きな子どもの教育センターのひとつである CETC には、路上で警察の手

により保護されてきた子どもたちが次々に移送されてくる。常時 300 名から 400 名の子どもたち

が生活しており、個々のニーズに対応した細やかなケアの提供は困難である。KnK ではそうした

子どもたちが日常のストレスから開放され少しでも癒しの時間を持つことができるように開始さ

れた「スキルクラブ」と称されるレクリエーション活動を

2004 年より支援している。スキルを学ぶと同時に興味の

あることを仲間と楽しむことのできる貴重な機会であり、

情操教育の一環でもある。活動の種類はスポーツ、武道、

サーカス、音楽、絵画、読書の 6 種で、このうち音楽とサ

ーカスの 2 クラブを KnK が財政支援している。特にサー

カスについては将来の職業技術としても期待でき、卒業生

のうち数名は実際にプロのサーカス団に入団している。現

在、各クラブに 20 名ほどの子どもたちが参加している。

様々なイベントの折りにパフォーマンスを披露し、子ども

たちは自信をつけ、モチベーションの効果も上がっている。 

 

２）第 8 区チルドレンズハウスの支援 

 

CETC が運営監督しているホーチミン市第 8 区内の「チルドレンズハウス」に対し、KnK はス

イスの NGO であるテールデゾム・ローザンヌと共に資金的な援助をしている。現在 8～16 歳の

21 名の子どもたちが共同生活をしており、15 歳以上の子どもは学校通学のほか職業訓練も受けて

いる。第 8 区はホーチミン市の中でも都市化が急激に進んでいる地区であるが、川沿いにスラム

街が続くなど貧困家庭も多く住む。そこでエデュケーターのチームが定期的に路上へでかけ、路

上にいる子どもたちにカウンセリングを与えるなどのストリート活動も行っている。 
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［6］ 現地における広報活動 
 

ワークショップ開催 

2004 年 7 月に 2 日間に渡り「危機的状況に晒された若者たち－社会復帰への課題」と題したワ

ークショップを、社会福祉労働省ホーチミン局およびテールデゾム・ローザンヌと共同で開催し

た。政府関係当局、国際、国内の団体および子どものケアに携わるソーシャルワーカーら約 80 名

ほどの参加者を得て、危機的な状況にある青少年の対策とその課題について積極的な討論がなさ

れ、関係当局への政策提言につなげた。実際に青少年の問題に取り組む団体やソーシャルワーカ

ーがお互いにそのメソッドや経験を交換しあえる貴重な機会であり、また関係の政府本省および

ホーチミン市局からもスピーカーを招くなど政府機関とも意見交換をすることができ、有意義で

あったとのコメントが各団体からも寄せられている。 

 

ワークショップ開催の主な目的は以下の通りであった。 

1) 大都市において青少年が抱える危機的状況とその社会復帰に関わる課題の確定 

2) 課題に取り組む関係機関の経験交換と実践的なアプローチの共有 

3) 青少年の社会復帰に関する解決策として関係諸機関へ政策提言 

 

ワークショップ開催を通じて、幼少の子どもた

ちの保護に偏りがちな関係機関に対し、都市化の

著しいホーチミン市においてより危機的な状況に

陥りやすい青少年の問題について啓発し、かつそ

の自立支援が急務であるという共通の認識を得る

ことができた。青少年問題に関しグループ討論で

は、教育と職業訓練、ID の取得など法的な支援や

法制度の整備、社会環境や家族が与える影響、支

援体制の強化とソーシャルワーカーの能力向上な

どが主に取り上げられ、参加者は熱心に意見を交

換しあった。国内外の NGO の活動がより迅速に

運ぶよう、制度や手続きの簡略化についても積極的な意見交換が行われた。KnK としても関係諸

機関との連携が強化され、ネットワークを構築することができた。 

 

 

［7］ パートナー・関連諸機関 
 

プロジェクトパートナー団体： 
「若者の家・男子」  ／  青年連合ユースソーシャルワークセンター  

[Youth Federation Youth Social Work Center (YSWC)] 
「若者の家・女子」  ／  ベトナム社会福祉労働省ホーチミン市局 

[Department of Labour, Invalids and Social Affairs (DOLISA)] 
児童教育訓練センター 
[Children Education and Training Center (CETC)] 

「ワークショップ」  ／  テールデゾム・ローザンヌ 
[Terre des hommes Foundation (Tdh) – Lausanne] 
ベトナム社会福祉労働省ホーチミン市局 
[Department of Labour, Invalids and Social Affairs (DOLISA)] 

関連政府機関： 
ホーチミン人民委員会   [The People’s Committee of Ho Chi Minh City]  
人民援助調整委員会   [People’s Aid Coordinating Committee (PACCOM)] 
ホーチミン友好協会連合 [Ho Chi Minh City Union of Friendship Organization (HUFO)] 
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［8］ 今後の展望 

 

ベトナム政府は、子どもたちに対するコミュニティーベースのケアの重要性を打ち出し、ユニ

セフの協力のもと 2005 年からプロジェクトを 5 年間に渡って実施しようと計画している。コミュ

ニティー内の家族、親戚を含む住民全体を動員することによって、子どもたちが困難な状況に陥

らないようにその防止、保護およびケアを提供する。そうしたシステムを各地域で構築し、同時

に様々なレベルの関係するソーシャルワーカーおよび役人の能力育成を図る。5 年間に約 33,000
名の子どもたちがこれによって恩恵を受けると見込まれている。しかし、より良い生活や仕事を

求めて地方から大都市へと出稼ぎにやってくる子どもの足を止めるのは容易なことではないであ

ろう。地域レベルでの予防策は勿論重要であるが、子どもたちを受け入れて適切なケアを提供す

るプロジェクトの存在と意義もやはり否定されるべきではない。そうしたプロジェクトを運営す

る NGO が、社会復帰した後に継続して子どもたちを支援していくべき地域の団体や政府との連携

を深め、効果的かつ持続的なメカニズムを協力して造っていくことが求められている。 

 

報告 ： オペレーション・ディレクター 大竹 綾子 
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 C  フィリピン活動報告 
 

［1］ 「若者の家」プロジェクト 
 

1.1 プロジェクト概要 
「若者の家」は 15 歳以上の青少年を

対象に安定した衣食住と適切な教育を

提供する施設として 2001 年、マニラ首

都圏ケソン市に開設された。受け入れ対

象となった子どもたちは路上や墓地を

拠点にゴミ拾いや物乞い等をして生活

していた。ハエがたかった残飯を食べ、

汚れたシャツを着てシンナーを吸い、そ

の日を生きていくことに追われていた

彼らが「若者の家」で生活するようにな

ってから身だしなみを整えて学校に通

い、スタッフの指導のもと、掃除や洗濯 
等もこなすまでに成長した。 

 
2004 年１月の時点で「若者の家」には男子 36 名の利用者があり、うち 26 名が定住していた。

しかし、賃貸していた建物がケソン市の都市工学課及び防災安全の必要基準に沿っておらず、未成

年者が居住するには最適ではないという理由で厚生開発省（DSWD）から移転の勧告があった。移

転先として近隣の賃貸物件を探したが、空きのある建物のほとんどは適切な法的書類のない老朽化

した改築物件であったため、「若者の家」利用者のうち年少の者は「友情の家」に移籍し、年長で

家族のある一部の子どもには家族の再統合を進め、行き場のない者のために 2004 年 3 月末には小

さな物件を借りるに至った。 
このようにして身寄りのない 7 名が新しい物件へ移り、11 名が家族の元に戻ることができた。

11 名中 7 名に関しては家庭の経済事情によりその後も KnK が学費をサポートした。また他の 3 名

は薬物使用のために墓地に舞い戻ってしまったため、リハビリテーションセンターへ行くよう説得

を行った。 
 

1.2「若者の家／グループホーム」 
新しい物件に移った 7 名が暮らす家を「若者の家／グループホーム」と名付けた。ソーシャルワ

ーカーのフォローアップのもと、7 名は自分のことは自分でできるよう務め、食事の献立や日々の

活動などもスタッフと共に話し合い自己管理が

行えるように共同生活を行った。また週 3 回識

字教育を行いボランティア教師がこれを担当し

た。毎週末、子どもたちとピア・エデュケータ

ーとでミーティングを開き、ディスカッション

形式で問題点などを話し合った。今までの建物

よりも手狭なため、逆に公共物をうまく共有し

お互いに各自の持ち物などにも配慮することが

できた。しかし、この「若者の家／グループホ

ーム」は利用人数が少ないことと経済的な理由

により 2004 年 9 月、「友情の家」と合併された。 
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［2］ 「友情の家」プロジェクト 
 

2.1 プロジェクト概要 
「友情の家」は、マニラ首都圏ケソン市において路上生活が長く

通常の生活に戻ることが難しいとされる 14 歳以下のストリートチ

ルドレンのための施設として 2002 年 9 月に開設された。そもそも

KnK は 15 歳以上の青少年を支援の対象としてきたが、墓地や路上

で生活している年少の子どもたちが危機的状況にあったため受け

入れ対象年齢を 14 歳以下とする施設を設けたのである。「友情の

家」では、子どもたちが最低限必要とする安定した衣食住や教育の

機会を提供すると同時に、常駐スタッフが子どもたちのケアにあた

っている。墓地や路上での生活に慣れた子どもたちにとってスタッ

フとの信頼関係を持つことが彼らの成長を促す要因のひとつであ

る。「友情の家」での生活は家族や地域に戻り人間らしい充実した

市民生活を送るための準備期間といえる。 
 
2.2 利用者状況 

2004 年を通して「友情の家」では、旧来

の「若者の家」および「若者の家／グループ

ホーム」から移籍してきた年長の者を含め

60 名の子どもたちを受け入れた。2005 年 1
月末現在は 10 歳から 24 歳までの青少年 18
名がこの施設で生活をしている。他の 18 名

は家族や親戚との和解・家庭の再構築が成立

し家に戻ることができた。また。他の NGO
へ移った子どもが 2 名いる。また、墓地や路

上から友情の家に不定期に通ってくる利用

者として他に 16 名おり、スタッフが彼らの 
サポートにあたっている。                     

 
2.3 学校教育 

KnK の教育プログラムは子どもたちの成長に大きく貢

献しているといえる。2004 年の 1 年間を通して、友情の

家からは 26 名の子どもたちが学校に通った。3 月には 16
名の子どもたちが無事に次の学年へ進級し、ストリートチ

ルドレンへの非公式教育を無料で行っている私立の男子

校と、年長者のための夜間授業、そして小学校と高校に通

った。また 2 名の子どもたちがパヤタス地区の非公式教育

を受けた。しかし 9 名が様々な理由から退学している。 
 

 
これと平行し「友情の家」では、学校の補習的役割とし

て教師やボランティアたちによる個別指導を行っている。

現在は 4 名のボランティア教師と 1 名の画家が子どもた

ちの指導にあたっている。 
  
※ 「非公式教育」…学校機関に通学しなくても、教

育省が定めたテキストを用いて授業を受け、所定の

試験に合格するとそのレベルに合った学年に進級

できるシステム。 

「友情の家」利用者の内訳   人数 
友情の家で生活 18 名 
家族の元に戻る 18 名 

  家族の元に戻る（KnK が教育費を支援）   4 名 
他の NGO へ移籍   2 名 

リハビリセンターへ   2 名 
友情の家へ不定期で通う 16 名 

合計    60 名 
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2.4 スタッフの配置状況 
「友情の家」には 2 名のソーシャルワーカーが

おり、昼夜交代で「友情の家」に常駐し子どもた

ちのケアにあたっている。彼らは、初期面接、家

庭訪問、日常生活の管理・監督、精神面でのケア

を含む子どものたちのケースマネジメントに責

任を持って従事している。ソーシャルワーカーは

ハウスマネージャーとピア・エデュケーターと協

力し、家での子どもたちの様子や成長を記録して

いる。これらの記録は、ソーシャルワークを担当

するチームの管理・監督下にあり、個別のケース

ファイルは担当ソーシャルワーカーによって厳

重に管理されている。  
 
 42 名の子どもたちのケーススタディが完了 
 ケーススタディの完了した子どもたちへの家庭訪問と家族や親戚との面談の実施 
 個々人に合わせた卒業までの援助プランの策定 
 問題行動のあった子どものケースに応じて外部者を招いてのミーティング開催 
 全ての子どもたちのケースについて通常ミーティングでの話し合い・スタッフ間の意見交換 
 KnK と家族の間での月次ミーティングを行い、23 名の子どもの家族・親戚・友人訪問を実施 
 全ての子どもたちに対するソーシャルワーカーと KnK スタッフによる個人・グループカウン  

セリングの実施 
 全スタッフの積極的参画による子どもたちのカウンセリングや彼らに関わる諸事項の記録の 

徹底とその管理 
 City Drug Action Center (QCADAC)、Pangarap Shelter、Alay Foundation など他団体との 

ネットワーキング 
 

2.5「友情の家」・「若者の家」関連アクティビティ 
 物語の読み聞かせとビデオ上映を週末に行い、子どもたちが自分の気持ちや考えを表現したり、 

それぞれの経験を共有する場を設けている 
 施設内の子どもたちの問題行動を改善するために、子どもたちの権利、問題解消の方法などに 

ついてディスカッションの場を設けている 
 学校での成績優秀者や、KnK の活動に積極的に参加した子どもたちを表彰することで、意識 

や意欲を高めようと努めている 
 

2.6「友情の家」・「若者の家」利用者の参加行事  
1. 在マニラ・フランス大使館主催による 
 NGO 演劇大会 
2. ECPAT（協力関係にある NGO）主催の 
 スポーツ大会 
3. Pagkakaisa Volunteer, Inc. (PVI)主催の 
 Pagsanjan Laguna への夏キャンプ 
4. ギターレッスン、日本食の料理教室 
5. 日本ビジネス協会とフィリピン観光局 
 共同主催の日比友好祭 
6. 演劇ワークショップ／絵画展 
7. PREDA 財団招待による遊園地遠足 

 
2.7 医療サポート 

35 名の子どもたちが病気の治療や精神面でのサポートなどのため、医療機関に受診した。 



 28

［3］ スラム地域におけるチルドレンセンター運営 
 
3.1 プロジェクト概要 

 
― パヤタス地区 ― 
巨大なゴミ山を取り囲むように貧困層

が生活しており、ゴミの中からプラステ

ィックなどリサイクルできるものを集め

それらを売ることにより収入に結び付け

ている家族がほとんどである。そのため、

地域の子どもたちも平日学校にも行かず

働いている状態が続いている。KnK は

2002 年より「チルドレンセンター」を開

設し、教育、ワークショップ、給食サー

ビスを行っている。平日には希望者を対

象に識字教室を開き基礎学力の向上と学

校の補習などを行った。9 月には教育省の

勧めによりスタッフ 2 名が非公式教育の講義ができる資格を取得した。このことにより、9 月から

週に 3 回、19 名を対象に非公式授業を行った。しかし家庭の事情などで昼間はゴミ山で働かざる

を得ない子などは毎回参加することは難しかった。また、休みがちな生徒に関してはカウンセリン

グなどを行った。学校の補習授業に関しては従来通りピア・エデュケーターによって続けられてい

る。 
 
― バゴン・シーラン地区 ― 

このスラム地区にはおよそ200人が生活してい

る。この地域で活動している NGO は KnK のみ

で、9 月より子どもたちにレクリエーションや、

子どもを持つ親を対象としたワークショップな

どを行った。この他、KnK が活動対象としてい

るフェーズ 7 地区ならびにフェーズ８地区は、学

校教育を受けられない子および法に抵触してい

る青少年の数が最も多い地域である。この地域に

はシンナーや薬物に依存している子どもが多く、

親たちとこうした問題を話し合う場も持った。

KnK が実施する非公式教育の授業には 40名が参

加し、中には就職に結びついた者もいた。 
 

3.2 活動対象人数 
パヤタス地区  96 名（識字・レクリエーション参加者 77 名、非公式教育参加者 19 名） 
バゴン・シーラン地区 76 名（識字・レクリエーション参加者 36 名、非公式教育参加者 40 名） 
合計 172 名の子どもたちが本プロジェクトの対象となった。 

 
3.3 課外活動 

課外活動は週末を利用し、パヤタス地区では月に 6～8 回、バゴン・シーラン地区では月に 3～4
回行われた。活動はピア・エデュケーターとボランティアによって指導された。絵画、演劇、ビデ

オ映画鑑賞、価値観育成、本の読み聞かせ、またコンピュータに興味のある子どものためにコンピ

ュータ技能の指導を行った。 
マニラでの売春行為強要を目的としたバゴン・シーラン地区での児童売買の問題に対処するため、

KnK は ECPAT と共同で 2004 年７月 17 日、児童売買に関するセミナーを開催し、33 名の青少

年が参加した。 
 

（C）Sayuri OHKAWA
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[4]  刑務所内の教育プロジェクト 
 

4.1 プロジェクト概要 
KnK は法に抵触し刑務所に収監され

ている未成年者を支援するために刑務

所内での教育的活動に参画している。収

監者は、混雑し非衛生的な監房に入れら

れ、刑務所側は、十分な施設がないのに

もかかわらず、未成年者の収監を続けて

いる。2004 年 12 月時点で、カローカン

刑務所は成年収監者 2,259 名、未成年収

監者 76 名、マラボン刑務所では成年収

監者 541 名、未成年収監者 30 名、ナボ

タス刑務所では成年収監者 547 名、未成

年収監者 24 名が報告されている。3 つの 
刑務所合計では、2004 年 12 月時点で未 
成年収監者は 130 名に達している。 

 
3 ヶ所の刑務所で行われている教育的活動の内容は、読み書き計算などの基礎教育、ビデオ鑑賞、

スポーツ、絵画やブレスレット作りなどのレクリエーション活動などである。日本人のボランティ

アが刑務所を訪問したときは、子どもたちに願い事を書く短冊作り、折り紙などを紹介した。 
刑務所内の活動で描かれた絵は展覧会などで展示された。また、逮捕・収監時における子どもの

権利にかかる教育活動として、子どもの虐待と人身売買について ECPAT より、また、エイズをテ

ーマに KABALIKAT Reach Out Foundation よりそれぞれスピーカーを招いてディスカッション

を行った。 
 
KnK は、雨期の洪水時と祝日を除いた年間計 46 回の教育的活動を 3 ヶ所の刑務所でそれぞれ実

施した。 
  

4.2 社会法律にかかわる活動 
KnK は、刑務所にいる未成年者が早期に釈放されることを目的に、ソーシャルワーカー1 名、補

佐のスタッフ 1 名、そして複数のボランティアが、フォローアップを実施している。活動の主な内

容は、裁判の進捗状況把握、裁判所のソーシャルワーカーとの調整、収監されている未成年者の保

護者とへの連絡、収監者が未成年だと証明するための書類準備の手伝い、KnK に法律面のアドバ

イスをしてくれる NGO、IJM（International Justice Mission） との活動調整などがあげられる。  
                        

1990 年 7 月 20 日にフィリピン議会は、決議

109 号により子どもの権利条約を批准し、国内

における子どもの権利保護に係る法整備への道

をひらいた。子どもの権利条約と議会での批准

は青少年に適用可能な人権基準を強化するもの

であり、これは、子どもの権利条約第 37、39、
40 条によって保障されている。子どもにとって

の利益が最も考慮されるべきであるということ

が、KnK が刑務所に収監されている未成年者に

対して活動を行う際の原則となっている。 
 

（C）Sayuri OHKAWA
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刑務所内に収監されている未成年のケースの解決を阻む諸要因は以下のものがあげられる。 
 
 検察側の仕事の遅れ  
 裁判スケジュールの遅れにより、子どもの収監期間が延び、釈放までに時間がかかる   
 カローカン市には 2 名の家裁の裁判官がいるが、1 名は解任され、1 名が病気であった。 

そのため、およそ半年間、実際の職務はほぼ 1 名の裁判官のみが遂行していた 
 マラボン刑務所とナボタス刑務所は家裁の裁判官が 1 名しかいない 
 公選弁護士の中には、未成年に対する配慮が欠け、大人の犯罪者と同様に扱うものがいる 

 
 

2004 年 12 月時点で、KnK は 1 年で 105 人の子ど

もたちを刑務所から釈放することができた。そのうち

6 名の子どもは、KnK を後見人として仮釈放され、ソ

ーシャルワーカーのもとで「友情の家」に受け入れら

れている。     
 
 

 
 

4.3 ボランティアの活用 
18 人の法学部の学生がボランティアとして裁判記録及び必要書類作成、拘留されている未成年

者のフォローアップに積極的に参加し、その結果、未成年の事案がより早期に解決された。夏休み

中の法学部の学生、バゴン・シーラン地区の地域ボランティア及びスタッフは、刑務所内の子ども

の家族探しや家庭訪問を通じてフォローアップの仕事に大きく貢献した。  
 

4.4 提言  
1. 今後、刑務所に収監されている未成年に対する活動を続ける場合、特に両親が見つからない子

どもや面倒を見る保護者がいない場合、「友情の家」で今後も受け入れいく必要がある。その

場合は、こうした未成年者を 6 ヶ月から 1 年を目安と

して一時的に受け入れる。 
2. 子どもが刑務所に収監されることを事前に阻止するた

めには、子どもたちが起こした事件は各コミュニティ

ーで解決される必要がある。未成年者による犯罪の審

理を法廷まで持ち込み子どもを成人受刑者と同じ監房

に収監させるのではなく、バランガイ・レベルでの解

決を目指す。 
3. バゴン・シーラン地区のバランガイ・レベルにおいて、

役人や警察官、子を持つ親、地域リーダー、そして住

民を対象とした教育啓発セミナーを実施し、司法制度

や被疑者の権利、調停などに関する知識を普及するた

め、さらなる NGO とのパートナーシップを結ぶ。 
4. コミュニティレベルでのバランガイ司法制度を復旧さ

せる取り組みを試験的に実施し、子どもたち、保護者

及び原告を対象にエンパワーメントを目指し、子ども

や成人受刑者と一緒に収監されることを防ぐ。 
（C）Sayuri OHKAWA
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［5］ 現地における広報活動 
‐ 地元テレビ局 ABS-CBN が KnK を取材し、刑務所活動にかかわるスタッフと KnK の刑務所

活動の支援対象となった子どもたちにたいしてインタビューを実施した。2005 年 1 月に放映

され、この放送によって KnK はメディアとも連絡をとりやすくなった。また友情の家の子ど

も 2 名（Frederick Galecia と Medy Dupa）がストリートチルドレンのドキュメンタリーの中

で主人公となった。  
‐ 雑誌「MR. and MS. Magazine」は 2004 年 12 月号で KnK の活動を紹介した。この記事は

KnK のボランティアである Allen Quintos 氏によって書かれた。 
 
 

［6］ パートナー・関連機関 
‐ 以下の非政府組織（NGO）／政府組織（GO）との連携を強化： IJM (the International Justice 

Mission)、PREDA 財団 (People’s Recovery、Empowerment  and Development Assistance)、
BJMP (Bureau of Jail Management and Penology)、裁判官及び裁判所のソーシャルワーカ

ー、市及びバランガイのソーシャルワーカー、社会福祉開発省(DSWD)の青少年犯罪課。 
‐ IJM 及び BJMP とは、刑務所内に拘留されている子どものケースについて問題点を話し合う

会合を定期的に開いている。 
‐ Child Justice League (CJC) はバゴン・シーラン地区において、保護者の権利と法的責任につ

いて、保護者、ボランティア、子どもたちを対象にトレーニングを実施。 
‐ Child Justice League の創始者でもある弁護士の Eric Mallongga 氏は、KnK の活動について

法律面からのアドバイスを提供。  
‐ Medical Action Group (MAG) の Ben Molino 医師が毎週 KnK の子どもに対して無料診療。 
‐ Dr. Jazz Lapitan (元国境なき医師団ベルギーの医師)が友情の家とパヤタス地区の子どもに医

療サポートを提供。  
‐ Hope International  
‐ カローカン市バゴン・シーラン地区の地方自治組織  
‐ Kabalikat Reach Out Foundation   
‐ Benidect Myssan - フランス大使館の広報であり、KnK を個人的に支援。 
‐ PMHA フィリピン精神保健協会 
‐ ストリートチルドレンのための Pangarap Schelter 
‐ PCMC フィリピン子どもメディカルセンター 
‐ PGH フィリピン国立病院 
‐ Stairway  foundation  ( Mindoro) 
‐ Alay Pag-Asa Christian Foundation  
‐ Tulay ng Kabataan 
‐ Street Children Development Center ( SDC) 
‐ Marcel Van Project of Sr. of Beatitudes  
‐ Educational Research and Development Assistance( ERDA ) Foundation , Inc. 
‐ HOPE Worldwide  
‐ International Justice Mission ( IJM) 
‐ JED Diagnostic Laboratory 
‐ Migrant Youth  
‐ Quezon City Anti-Drug Abuse Council ( QCADAC) 
‐ Tahanan Rehabilitation Center  
‐ Tahanan Outreach Project and Services (TOPS) 
‐ International Center for Asia and Nippon ( ICAN)  
‐ JICA  国際協力機構 
‐ End Child Prostitution and Trafficking ( ECPAT) 
 

報告 ： プロジェクト・コーディネーター  アグネス クィトリアーノ 
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III. 国内活動 

 
［1］ 団体組織 

 
(1) 理事会   

2004 年 3 月 20 日の総会は評議員 10 名中 7 名の出席をもって成立し、前年度の活動報告および

会計報告が承認され、2004 年の活動に関する協議が行われた。また、新たに 14 名の評議員を迎え

た。同総会において選出された理事会は下記の通り前年度の体制を引き継ぐ形となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 海外活動地における組織体制 
2004 年 1 月よりオペレーション・ディレクター大竹綾子が従来の現地派遣ボランティアから職

員へと移行した。これにより本年度の海外活動地における人員配置は下記の通りとなった。  

 
-プロジェクト・コーディネーターは派遣先国における KnK の代表者として現地活動の監督、指揮に従事。 
-アドミニストレーターはプロジェクト・コーディネーターと連携して現地活動の管理・運営に従事。 

役職 氏名 任期 
会   長 小川 道幸 2005 年春の総会開催日まで 
専 務 理 事 守谷 季美枝 2006 年春の総会開催日まで 

理事（会計役） 横山 治雄 2005 年春の総会開催日まで 
理   事 常田 高志 2005 年春の総会開催日まで 
理   事 今城 大輔 2006 年春の総会開催日まで 
監   事 松永 弘 2006 年春の総会開催日まで 

氏名 任地 職務 備考 

大竹 綾子 
カンボジアを 

ベースに 
現地 3 カ国 

オペレーション・ディレクター 2004 年 1 月より職員として従事 

アグネス  
クィトリアーノ 

フィリピンを 
ベースに 

現地 3 カ国 
エデュケーション・ディレクター 職員として従事 

 

青木 知子 カンボジア プロジェクト・コーディネーター 現地派遣ボランティアとして 
2003 年 4 月～2004 年 4 月に参加 

平田 晶子 カンボジア アドミニストレーター 現地派遣ボランティアとして 
2004 年 2 月～ 継続中 

久須美 晴代 カンボジア プロジェクト・コーディネーター 現地派遣ボランティアとして 
2004 年 4 月～2005 年 1 月に参加 

山崎 優子 ベトナム プロジェクト・コーディネーター 現地派遣ボランティアとして 
2003 年 8 月～2004 年 2 月に参加 

大竹 綾子 ベトナム プロジェクト・コーディネーター   
職員として 
2004 年 2 月～ 兼任中 

山崎 優子 フィリピン アドミニストレーター 現地派遣ボランティアとして 
2004 年 2 月～2004 年 6 月に参加 

荒川 彩 フィリピン アドミニストレーター 現地派遣ボランティアとして 
2004 年 6 月～2005 年 1 月に参加 

久須美 晴代 フィリピン アドミニストレーター 現地派遣ボランティアとして 
2005 年 2 月～ 継続中 
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［2］ 東京事務局 
 

(1) 事務局業務 
ニュースレターを年間 5 回、ダイレクトメールを 4 回発行するなど活動周知に努めた結果、新規

支援者数は 2004 年度中に約 1000 名増加し、2004 年 12 月末現在で総計 2300 名を超えた。また、

こうした支援者拡大を促進するため、各種の広報活動や友情のレポーターの実施、イベントの実

施・参加が活発に行われたほか、国内外の企業・民間団体・公的機関を対象とした活動資金調達の

ため、助成金申請・報告活動にも力が入れられた。 
広報活動の核となるホームページでは、カンボジアなど活動現地からの最新ニュース提供を充実

させるなど内容を拡充し、アクセス（閲覧ページ数）は年間平均で一日あたり 1158 件に増加した。 
  

(2)  人員配置（2004 年 12 月末現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記のスタッフのほか、団体創設者ドミニク レギュイエが事業開発面で KnK の業務をサポート

した。また、2004 年は 31 名のボランティアが事務局における郵便物発送や各種の資料作成、イベ

ントサポートなどにご協力くださり、英語、クメール語、ベトナム語、タガログ語の翻訳にも在宅

にて多数のボランティアの方々にご協力いただいた。 
 

 

［3］ 友情の５円玉キャンペーン 
 

「５円は “ご縁”につながる」という発想

のもと、５円玉の寄付によって日本の子どもと

外国の子どもたちとを結び付け、共に成長して

いくことを目的としている。具体的には、５円

という日本では小さな額のコインでも、何枚か

集めることでカンボジアでは一回の食事代に

相当したり、あるいはベトナムでは学用品が購

入できる、という事実を通じて、現地の状況を

理解してもらう。次いで、『５円玉で始められ

る国際協力』として、日本の小中高校生に募金

活動に参画してもらう、という形をとっている。 
このキャンペーンは年に 2 回行われ、日本各地の子どもたちから送られる５円玉募金はカンボジ

ア、ベトナム、フィリピン現地での活動費に充当される。 
2001 年の開始以来、全国から計 356 の学校およびグループ、個人のご協力が得られ、2004 年は

このキャンペーンにより 117 万円余りのご寄付が寄せられた。 

氏名 担当 職務内容など 
金 珠理 事務局長 （専従）  事務局業務全般に従事 

守谷 季美枝 渉外・資金調達 （非専従） 活動資金申請業務に従事 
大竹 綾子 オペレーション・ディレクター  カンボジア・ベトナム駐在で現地活動全般を監督 

アグネス クィトリアーノ エデュケーション・ディレクター  フィリピン駐在で現地活動を教育面で監督 
清水 匡 現地活動サポート （専従）  現地プロジェクトの会計管理をサポート 

松浦 ちはる 広報 （専従）  広報全般、友情の 5 円玉キャンペーン担当 
橘田 真奈美 総務・経理 （非専従） 東京事務局における総務・経理に従事 
工藤 絵里 総務・経理 （非専従） 東京事務局における総務・経理に従事 
森田 智 資金調達 （非専従） 助成金申請業務に従事 
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［4］ 友情のレポーター  
 

『共に成長するために』という国境なき子ども

たちの活動理念に基づき、日本の青少年に向けた

教育プロジェクト「友情のレポーター」が 2004
年も実施された。 
「友情のレポーター」とは、一般公募で選抜さ

れた国内の 11 歳から 16 歳の青少年がレポーター

としてアジアへ赴いて、ストリートチルドレンや

恵まれない子どもたちに関する各種の援助活動を

取材し、プロのビデオ制作者の協力を得てこれら

の活動に関して日本の同世代に報告するプロジェ

クトである。 
 

＜2004 年ラオス取材実施概要＞ 
 

 レポーター  横原 泉  （静岡県在住／14 歳） 
    香山 和志 （東京都在住／15 歳） 
 

 実施日程  2004 年 7 月 24 日～8 月 2 日 
 
 取材地  ラオス人民民主共和国 ／ ルアンパバーン 
 
 実施内容  同国では、充分な食事や教育を受けられない貧しい家庭の子どもが仏 

教寺院に入り、18 才まで「修行僧」として生きながら生き延びるとい

うケースも珍しくない。レポー

ターの二名は世界遺産にも指

定されている古都ルアンパバ

ーンにて、そうした少年たちの

生活ぶりやその背景を取材す

べくインタビュー、写真・ビデ

オ撮影など行い、現地の同世代

の子どもたちとの交流・相互理

解を深めた。 
 

 国内での活動  帰国後のレポーターによる 
国内広報活動については、添付の

プレスレビューをご参照くださ

い。また、レポーター二名の帰国

報告書をご希望の方は事務局ま

でお問合せください。 
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［5］ 活動紹介ビデオ 
 

FID／映像開発フォーラムの技術協力により、2004 年には次の二作品が制作された。 
 

① 友情のレポーター アジアの子どもたち① ラオス 
～ ルアンパバーンの少年修行僧 ～ 

② 『ストリートチルドレン』 KnK カンボジア ビデオワークショップ 2004 
（松下電器産業株式会社協賛） 
 

上記二作品を含む活動紹介ビデオの貸出は年間 47 回、延べ 129 本を記録した。このうち、①は、

新宿区協働推進基金を受け、新宿区内の公立校全 44 校および区立図書館・区立地域センター10 ヵ

所に寄贈された。 
 
なお、2003 年度制作作品『～友情へと続く道～ 友情のレポーター2003 カンボジア取材』は、

2002 年度制作の『友情のレポーター2002 フィリピン取材 ～携帯を持つ子ども 親を持たない子

ども～』に次いで、文部科学省による少年向教育映画に選定２作品目となった。 
 
 

［6］ アジア若者交流プロジェクト／AYIP 
 

国境なき子どもたちでは海外での援助活動開

始当初より、日本の大学生らを活動現場に派遣

し援助対象となっている青少年や現地学生との

交流を促進している。2000 年以降、これまでに

計87名の大学生が長期休暇を利用してカンボジ

ア、ベトナム、フィリピンを訪れ、2～4 週間の

滞在中、英会話や日本語の授業、スポーツやデ

ィスカッションなどの活動を行っている。  
AYIP の特徴は、日程や現地で行う活動内容な

どをすべて参加者本人たちが考え、決定し、実

施する自主運営を行う点にある。これにより、ボ

ランティア活動対象となる現地の子どもたちに

とって有益なだけでなく、参加大学生ひとりひと

りが自分たちにできることを見つめ直す機会と

なっている。 
 

2004 年には、春夏あわせて 19 名の大学生がカ

ンボジアとフィリピンにおける国境なき子ども

たちの活動地に滞在し、「若者の家」や「友情の

家」を拠点に現地の子どもたちに対するボランテ

ィアプログラムを実施した。 
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［7］ 友情のフォトグラファー 
 

富士写真フイルム株式会社と写真弘社のご協賛により、東南

アジアの子ども・青少年の姿を写し出し、日本の人々にそれら

の現状について再考してもらうきっかけを提供すべく、若手写

真家を現地派遣しての撮影、そして写真展が実施された。 
2003 年 10 月の渋谷敦志氏によるカンボジア撮影に次いで、

2004 年 1 月に大川砂由里氏がフィリピン撮影を実施。帰国後、

両者の撮影作品による写真展が下記の通り開催された。 
 

KnK 主催 友情のフォトグラファー写真展 ～ 子どもたち、その現実 ～ 
 

2004 年 4 月 30 日～5 月 12 日  
アイデムフォトギャラリー「シリウス」（東京都新宿区） 
2004 年 8 月 2 日～8 月 6 日 
「東京マリンギャラリー」（東京都千代田区） 
2004 年 10 月 10 日～10 月 16 日 
「千・スペース」（大阪市北区） 
   

上記 3 会場における総来場者数は計 633 名にのぼった。 
 
 
［8］ 主な参加イベント 

 
2003 年 12 月 6 日～2004 年 1 月 12 日 国境なき子どもたち展示会 

書店「クレヨンハウス」（東京・表参道）にて KnK 主催 
2004 年 8 月 6 日～8 日   AIDS 文化フォーラム in 横浜 

  かながわ県民センター（神奈川・横浜市）にて出展 
2004 年 10 月 2 日～3 日   国際協力フェスティバル 2004 

  日比谷公園（東京・千代田区）にて出展 
2004 年 10 月 16 日～17 日   横浜国際協力まつり 2004 

  横浜産貿ホール（神奈川・横浜市）にて出展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

以上 
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VI. 会計報告 

 
2004 年度、国境なき子どもたちの活動は主に次の方々からの寄付、助成金を受けて実施された。  

 
（敬称略・順不同） 

小学館     株式会社サークル K サンクス 
特定非営利活動法人国境なき医師団日本 宗教法人真如苑  
国連・人間の安全保障基金（国連人間居住計画／UN-HABITAT とのパートナーシップ） 
日本郵政公社 国際ボランティア貯金 国際移住機関（IOM） 
日本国際協力財団    UBS 証券会社 
松下電器産業株式会社   生活クラブ生協 草の根市民基金 
新宿区 協働推進基金   国際ソロプチミスト東京－広尾 
一般個人支援者    友情の 5 円玉キャンペーン参加者 

 
上記の方々からのご支援により、2004 年単年度の活動費用総収入は約 7900 万円余りにのぼった。

一方、活動費用総支出は約 8300万円となり、差額約 400万円は前年度からの繰越金が充当された。 
2004 年度活動費用収支の割合は次の通りである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2004年　収入の割合

その他
1.1％

公的機関からの
寄付
17.7％

民間団体からの
寄付
26.7%

民間企業からの
寄付
33.3％

友情の５円玉
キャンペーン

1.4％

一般個人寄付
19.8％

2004年　支出の割合

カンボジア
20.4% ビルディング・

トゥギャザー
3.3%

フィリピン
18.4%

その他の
海外活動

0.1%

国内教育
プロジェクト

5.4%

現地活動
サポート
13.3%

広報・
事業開発
13.1%

管理運営
17.1%

ベトナム
9.0%
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V. 謝辞 

 
小学館      株式会社サークル K サンクス 

 
外務省      国連ハビタット福岡事務所 

 
特定非営利活動法人国境なき医師団日本 国際移住機関（IOM） 

 
日本郵政公社 国際ボランティア貯金  宗教法人真如苑 

 
日本国際協力財団    財団法人倶進会 

 
朝日新聞厚生文化事業団   生活クラブ生協 草の根市民基金 

 
UBS 証券会社     松下電器産業株式会社  

 
ファイザー株式会社    松下電器・協栄会 

 
大阪コミュニティ財団    新宿区 協働推進基金    

 
国際ソロプチミスト東京－広尾  株式会社空也  

 
雙葉学園同窓会    恵泉女学園同窓会 

 
静岡市遊技業組合    静岡ロータリークラブ 

 
全日本空輸株式会社    富士写真フイルム株式会社   

 
写真弘社     富士フイルムイメージテック株式会社  

 
株式会社オリオン    学校法人日本写真映像専門学校 

 
アイデムフォトギャラリー シリウス  ギャラリー 千・スペース 

 
有限会社カシュ・カシュ   クレヨンハウス東京店 

 
繊研新聞社     日本ファッション協会 

 
コニカミノルタホールディングス  堀内カラー 

 
G.I.P.Tokyo     ヒューマン・リレーション光朋社 

 
FID／映像開発フォーラム 

（順不同・敬称略） 
 

国境なき子どもたちの活動に対するご支援、ご協力に心より御礼申し上げます。 
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VI. プレスレビュー 
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読売新聞 2004 年 1 月 19 日 

Yomiuri Shimbun, 19 Jan. 2004 
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読売新聞 夕刊 2004 年 1 月 21 日 

Yomiuri Shimbun, 21 Jan. 2004 
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毎日小学生新聞 2004 年 2 月 10 日 

Mainichi Shogakusei Shimbun, 10 Feb. 2004 
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読売新聞 夕刊 2004 年 4 月 22 日 

Yomiuri Shimbun, 22 Apr. 2004 
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朝日新聞 夕刊 2004 年 5 月 6 日 

Asahi Shimbun, 6 May 2004 
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毎日新聞 夕刊 2004 年 5 月 29 日 
Mainichi Shimbun, 29 May 2004 
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教育新聞 2004 年 6 月 7 日 

Kyoiku Shimbun, 7 Jun. 2004 
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神戸新聞 2004 年 6 月 19 日 
Kobe Shimbun, 19 Jun. 2004 
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日本カメラ 2004 年 7 月号 
Nippon Camera, July 2004 
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静岡新聞 2004 年 8 月 26 日 

Shizuoka Shimbun, 26 Aug. 2004 
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朝日新聞 名古屋 2004 年 10 月 9 日 

Asahi Shimbun, 9 Oct. 2004 
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カメラ界スタジオエキスプレス 2004 年 11 月号 
Camera World Studio Express, November 2004 
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VII. 国境なき子どもたち（KnK）年表 
 
1992 年   国境なき医師団（MSF）が日本に事務局を開設。 
1995 年   MSF 日本の教育プロジェクト「子どもレポーター」開始。 
1997 年   国境なき子どもたち（KnK）が日本の独立した NGO として設立。 
2000 年   KnK、特別非営利活動法人（NPO 法人）としての法人格を取得。 
   カンボジアにて、最初の「若者の家」を開設。 
2001 年   ベトナム、フィリピンにおけるプロジェクト開始。 
   友情の 5 円玉キャンペーン開始。 
 
1998－2002 年 カンボジア、バッタンバンの現地 NGO「ホームランド」支援。 
2000 年 9 月－2001 年 8 月 ベトナム、ホーチミンにて電子技術職業訓練所をベトナム赤十字と協同開設。 
2000 年 9 月        カンボジア、バッタンバンにて「若者の家・男子」開設。 
2001 年   ベトナム、ホーチミン第 8 地区「チルドレンズハウス」支援 
2001 年 1 月       ベトナム、ホーチミンにて「若者の家・男子」開設。（2002 年 7 月一時閉鎖） 
2001 年 2 月   カンボジア、バッタンバンにて「若者の家・女子」開設。 
2001 年 11 月  フィリピン、マニラ首都圏ケソンにて「若者の家」開設。 
2001 年 12 月  フィリピン、マニラ首都圏マラボンにて刑務所プロジェクト開始。 
2002 年 7 月       カンボジア、バッタンバンの「若者の家・男子／女子」が国連人間居住センター

（UN ハビタット福岡事務所）とのパートナーシップのもと、国連・人間の安全

保障基金の援助対象事業となる。 
カンボジア、プノンペンにて高等教育を希望する青年を対象とした「若者の家プ

ノンペン」を開設。 
2002 年 7 月－12 月 タイ・カンボジア間の子どもの人身売買に関する調査を実施。 
2002 年 8 月   カンボジア、バッタンバンにてバイク修理ワークショップ開設。 
2002 年 9 月   フィリピン、マニラ首都圏ケソンにて「友情の家」を開設。 
2002 年 12 月       フィリピン、マニラ首都圏のスラム地区パヤタスにてチルドレンセンター開設。 

韓国、ソウルにて恵まれない青少年の調査ミッションを実施。 
2003 年 1 月  カンボジア、バッタンバンで刑務所プロジェクト開始。 
2003 年 3 月       フィリピン、マニラ首都圏のスラム地区バゴンシーランにてチルドレンセンター開設。 
2003 年 5 月       ベトナム、ホーチミンに男子のための「若者の家」を再開、国連人間居住センタ

ー（UN ハビタット福岡事務所）とのパートナーシップにより、国連・人間の安

全保障基金の支援対象事業となる。 
2003年     ベトナム、ホーチミンにて青少年奨学サポート開始。 
2003 年 9 月  カンボジア、バッタンバンにて「危機に瀕する青少年」ワークショップ開催。 
2004 年 1 月       ベトナム、ホーチミンに｢若者の家・女子｣を開設、公立施設 CETC におけるレ 

クリエーション活動を開始。 
2004 年 5 月       カンボジア、バッタンバンにて『ビルディング・トゥギャザー』プロジェクト開始。 
2004 年 6 月  カンボジア、バッタンバン刑務所にて職業訓練を開始。 
2004 年 7 月       ベトナム、ホーチミンにて「危機的状況に晒された若者たち‐社会復帰への課題」 

ワークショップ開催。 
2004 年 9 月  フィリピン、マニラ首都圏ケソンにて「若者の家」を「友情の家」に統合。 
2004 年 12 月       カンボジア、バッタンバンの「若者の家・女子」を「若者の家・男子」に統合。 
2004 年 12 月 スマトラ島沖地震・インド洋大津波発生、支援活動開始。 
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VIII. 2005 年に向けて 
 

国境なき子どもたち（KnK）は、新たな年を迎えるたびに｢今年は KnK にとってターニング・

ポイントになる｣と言い続けてまいりました。そして 2004 年は文字通り波瀾に満ちた一年となり、

そのまま 2005 年の年明けを迎えることになりました。 
2004 年 12 月 26 日に発生したスマトラ沖地震・津波に KnK も揺り動かされ、非常に大きな選

択を迫られることになりました。私どものカンボジア、ベトナム、フィリピンにおけるストリート

チルドレンや恵まれない青少年への支援活動は、2000 年の開始以来確実なペースで着々と進んで

きていました。そのような中でまさに 2004 年も終わろうとするこの時期に発生したスマトラ沖地

震・津波が、インドネシア、タイ、インド、スリランカ等周辺被災国において十数万人の人々の生

命、数百万の人々の日常生活を一瞬にして奪い去った様子を目の当たりにしたのです。アジアの恵

まれない青少年の支援を活動の主眼としてきた KnK にとって、黙ってこの惨状を眺めていること

はできませんでした。たとえ数十人、数百人という僅かな人数でも可能な限り支援したいという思

いに駆り立てられたのです。特に被災諸国には、人口に占める子どもの割合が三分の一から約半数

を占める地域が多く、犠牲となった人々、また運良く生き残ったとしても自立できる段階に達して

いない青少年の割合も同様に大きく、各国政府や国連、国際 NGO による初期の緊急援助が落ち着

いた段階での中・長期的な支援が必要不可欠となっているのです。 
KnK では、インドネシアのバンダ・アチェ州において大型車両による巡回型図書館・デイケア

センターが被災者キャンプを巡回するサービスを開始し、半日の学校生活を終えた子どもたちが集

う場所として機能しています。タイのパンガー県では、家や家族を失った子どもたちが学校に復学

するため制服や靴、学用品の支給等を含む子どもたちへの支援、中学を卒業後も学業や職業訓練を

受けることを希望する青少年への奨学制度をすすめています。また、インドのタミルナドゥ州では、

被災孤児を中心に受け入れる施設｢KnK ホーム｣で、50 名が新しい生活を始めています。全ての被

災地で共通するのは、毎日の安定した生活と同様に心理面でのケアが大変重要であるということで

す。そのためには現地スタッフ、ソーシャルワーカーやカウンセラー、教師、保護者など子どもた

ちと接する全ての人々の愛情や信頼の他に、私たちが定期的に訪問し日本からの支援メッセージを

伝えること、日本人スタッフによる心理ケアのためのワークショップ開催等も同様に大切な役割を

担っています。 
私ども国境なき子どもたちのスタッフは、突如として自分の子ども、甥や姪が大幅に増えたよう

な気持ちでこのチャレンジングな時期を乗り越えようとしています。この日本から困難な状況にあ

るアジアの青少年への支援、共感、そして愛情を伝えるひとつの方法として、今後も国境なき子ど

もたちがアジアの団体として皆様とともに歩んでいけますよう、引き続きご理解とご支援をよろし

くお願いいたします。最後になりましたが、実績も乏しい無名の KnK が、文字通りテイク・オフ

するのにお力添えをくださいました外務省及び在外公館、国連ハビタット福岡事務所、日本郵政公

社の方々、国境なき医師団日本の方々、日本国際協力財団の方々、小学館、サークル K サンクス、

松下電器産業をはじめとする諸企業の方々、ロータリークラブ、ソロプチミスト、ライオンズクラ

ブの皆さま、宗教法人真如苑の皆さま、個人支援者及び友情の 5 円玉キャンペーンに参加してくだ

さった皆さま、日本国内外のメディア関係者及びジャーナリストの方々、翻訳や講演ならびに事務

局でのボランティアの方々をはじめとして、これまでご協力いただきました皆さま方に、改めて深

く御礼申し上げます。 
 

特定非営利活動法人国境なき子どもたち 
 
専務理事   
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